
化
血
研
、 60
周
年
記̂
^
,D、

KAKETSUKE t h . A n n iv e rs a ry

言土
白じ、



所長挨拶

歴代所長プロフィール

組織図・役員

寄附行為

売上高・職員数推移

施設案内

年表

m

04

06

07

冊

10

13

「
化
血
研
釦
年
の
歩
み
」













































川界の流れ

.国内初の女性エイズ患者認

定

●エイズ感染者986人とエイズ

感染広がる

●利根川進にノーベル医学生

理学賞

..

昭和61年■

化血研の開発・組織・経営関連の歴史

昭和62年■

●米カイロン社、C型肝炎ウイル

ス遺伝子の一部分離に成功

●米でヒトゲノム計画始まる

4.27 ●豚ボルデテラ感染症生菌ワクチン製

^孝{言忍

8.15 ●HBS抗原測定EIA試薬及びTSH EI

A試薬製造承認

●エイズ予防法施行

●MMRワクチン使用開始

●先天性血液凝固因子欠損患

者の医療費、公費負担に

●日赤血液センター、C型肝炎

ウイルス検査開始

KAKETSUKEN thAnnlversary

8.28 ●セロクリットー抗体HBS製造承認

10.1 ●販売株式会社三社合併、株式会社化

血研となる

12.15 ●豚パルボ生ワクチン製造承認

12.15 ●産卵低下症候群一1976不活化ワクチ

ン製造承認

1?.15 ●鶏伝染性コリーザ(AC型)不活化ワ

クチン製造承認
.,.
..

昭和63年■

化血研の建物・施設・その他の歴史

平成元年■

3.29 ●組換え沈降B型肝炎ワクチン製造承認

8.15 ●ビブノオ病不活化ワクチン製造承認

3.3●遺伝子組換えB型肝炎製造棟竣

工

11.30 ●菊池研究所見学者のべ1,800

人

4.6 ●クレチン症スクリーニングキット製造承認

4.21 ●マレック病生ワクチン'化血研"製造承認

6.6 ●オーエスキー病ワクチンについてア

ツプジョン社と提携契約

フ.26 ●ILT凍結生ワクチン"化血研"製造承認

フ.30 ●経営危機突破委員会発足

8.11 ●豚大腸菌コンポーネントワクチン製造

承認

8.11 ●乾燥馬静注用グロブリン製造承認

12.6 ●トリレオ不活化ワクチン製造承認

12.8 ●牛アデノウイルス感染症生ワクチン製

^^言忍

12.8 ●ーユーセロクリットー抗HBS

1.18 ●コンピユーター(ACOS610)

導入

11.飴●熊本市と公害防止協定締結

1.●京町研究所を熊本市へ譲渡

(平成1年1月~平成5年4月)

3.14 ●阿蘇支所SPF豚舎竣工

●血液中ウイルスを演過するフィ

ルタを旭化成と共同開発

熊本市と公害防止協定締結(昭和63年) 自動ボトルカッティングマシン(昭和60年代) 融解棚
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臣化血研60年のあゆみ

医学界の流れ

●医薬品の臨床試験の実施に

関する基準(GCP)制定

●国立がんセンター等、C型肝

炎ウイルスの全遺伝子解読に

成功

平成2年■

●薬価の新仕切価制へ移行

化血研の開発・組織・経営関連の歴史

1.29 ●チユウザン病不活化ワクチン製造承認

5.24 ●日本脳炎・豚パルボ混合生ワクチン製

造承認

6.27 ●寄附行為の変更(熊本県から厚生省

へ所管変更)

103 ●犬ジステンパー伝染性肝炎、パルボウ

イルス感染症不活化混合ワクチン製

^承:認、

..

平成3年■

●医薬品臨床試験に査察制度

導入

●薬事法改正(インフォームド

コンセント)

●C型肝炎にインターフエロン

保険適用

●食鳥処理の事業の規制およ

び食鳥検査に関する法律の

施1子

化血研の建物・施設・その他の歴史

?.25 ●ニユーセロクリットー抗HIV製造承認

3.4 ●ボルヒール製造承認

3.14 ●ニユーセロクリットーHBS製造承認

6.7 ●トロンビン製造承認

6.14 ●ネスコートクロットAT一Ⅲ製造承認

6.25 ●副腎過成症スクリーニングキット製造

承認

フ.10 ●献血ベーロン他一物二名称の製造承認

●乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子製造承認

4 ●理事大橋高明、部長水野喬介、室長

濱田福三郎、課長溝上寛、博士大友信

也、大河内記念賞受賞(遺伝子組換え

B型肝炎ワクチンの製造技術の開刻

4.1●生産管理第2次システム開始

8.8●菊池研究所試作棟竣工

8.8●菊池研究所第2動物棟竣工

10.2 ●マウス自動採脳機導入

(当所開発)

4.●大阪支所・長崎支所およぴ営業

部第1課を(株)化血研へ吸収

6.5 ●本所事務棟(別棟)竣丁

フ.16●所長野中實男井上春成賞受賞

'.

平成4年■

●インフルエンザワクチン接種

率20.6%となる

●新薬等の再審査申請のため

の市販後調査実施基準(GP

MSP)実施

10.4 ●ケモセロEIA HCV NS-Ab」製造

承認

5.25 ●豚オーエスキー病生ワクチン製造承認

11.16 ●豚コレラ豚丹毒混合生ワクチン製造

承認

平成5年■ 3.1 ●オイルバックスNB2G及ぴNB2ACの

製造承認

5.14 ●ケモセロEIA「JCC-2」製造承認

6.2】●ネスコートBL-S製造承認(BLキット

シリーズ)

241

大河内の授賞式(平成2年3月)

3.9 ●配送センター竣工、新配送シス

テム導入

4.4 ●化血研大阪ビル竣τ

4.●功績表彰開始

6.?4 ●育児休業制度導入

10.1 ●化血研所報「黎明」創干」号発刊

1.22 ●G棟竣工

4.1●完全週休2日制実施

4.15 ●京町研究所閉所

6.1●介護休業制度導入

12.●品質保証およぴGMP体制強化

のため品質保証室設置

メルク社との調印(平成5年) 阿蘇シンポジウム会場風景
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医学界の流れ

●MMRワクチン接種中止

●予防接種法の一部改正

1993
平成5年■

化血研の開発・組織・経営関連の歴史

9.17 ●人工担体梅毒(TP)抗体測定試薬製

造承認

12.1 ●乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ製造

承ぎ刃

12.●MMR一Ⅱワクチンについてメルク社

と業務提携

1994
平成6年■

●アフり力でエボラ出血熱が流

イ子

●製造物責任法施行

KAKETSUKEN thAnnlverSヨⅣ

4.1

5.20

10.5

●抗悪性腫癌剤(コホリン)製造承認

●エルジアーLP(3)製造承認

●乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチ

ン製造承認

化血研の建物・施設・その他の歴史

●病原性大腸菌(0-157){こよ

る集団食中毒患者多発

1995
平成7年■

1996
平成8年叩

フ.7 ●豚バスツレラトキソイド"化血研"製造

承認

3.4 ●S棟増築竣工

4.27●菊池研究所厚生会館「こもれぴ」

竣工

4.●旧M(AS400)コンピユータ導

入開始

6.●化血研医療用医薬品プロモー

ションコード制定

10.5 ●パソコンネットワークサービス

開始

11.●本所新グランド完成

?.1 ●DPT回収を契機として、品質向上プ

ロジエクトチーム発足

2.26 ●アポB測定キット"化血研'製造承認

3.4 ●酒匂光郎第7代所長

(H8.3~H127)

5.21 ●牛流行熱・イハ、ラキ混合不活化ワクチン"化

血研'製造承認

8.祁●オイルバックスMG製造承認

9.?5 ●キメロン HC製造承認

12.1 ●研究部門組織改編(5部体制に)

?.16●化血研長崎ピル竣工

6.1●歴史記念委員会発足(創立50

周年事業)

11.4 ●創立50周年記念講演会(内館

牧子)

1?.飴●創立50周年記念式典

GLP眼底検査

3.7●東京「エミナンス自由が丘」竣工

3.29 ●HIV訴訟和解成立(東京、大阪)

G棟北西面外観

111, 1^
.
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旧M(AS400)コンピユータ
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■化血研60年のあゆみ

医学界の流れ

●「医薬品の臨床試験の実施の

基準に関する省令(新GCP)」

改正施行

●第回MR認定試験実施

●ロタウイルスに対する最初の

ワクチンが開発される

..

平成9年■

化血研の開発・組織・経営関連の歴史

●改正予防接種法施行

...

平成】0年■

1.29 ●オイルバックスRe0製造承認

4.10 ●ニユーセロクリットTP製造承認

6.30 ●旧D生ワクチン化血研L

フ.1 ●組織改編(血液製剤研究部発足)

●介護保険制度創設・実施

●薬価制度改定(従来の「R幅

方式」から「市場実勢価格加

重平均値調整幅方式」に変更)

1.16 ●バイオクリット・HBS製造承認

2.27 ●スイムジエンART2製造承認

8.19 ●レスピフエンドMH"化血研"輸入承認

...

平成"年■

化血研の建物・施設・その他の歴史

1"
平成]2年軍

2.15 ●牛小型ピロプラズマ病スボロゾイト生

ワクチン"化血研"製造承認

4.1 ●(株)化血研の事業を財団へ移管

3.15 ●植樹祭(環境保全の一環として、

「化血研の森林」の契約を熊本

営林局と締結)

8.8●中国合弁会社の製造棟落成

8.27 ●TM棟竣工

●予防接種法改正(65歳以上の

高齡者に対するインフルエン

ザワクチン接種が勧奨接種と

なり、費用の一部が公費負押に)

3.10 ●組織培養インフルエンザワクチン開

発技術の導入に関してカイロン社と

契約

3.28 ●経営基本方針改定

3.31 ●試薬事業から撤退

フ.27 ●内野衿自第8代所長

(H 12.フ~H 16.フ)

9.22 ●注射用アナクトC製造承認

10.1 ●組織改編(製剤部発足)

12.12 ●ベーロンのギランバレー症候群に対

する適応承認

3.1 ●化血研50年史完成

5.29 ●感染症シンポジウム開催

(福岡市)

"
平成]3年■

3.10 ●R棟竣工式

フ.30 ●第13回肥後の水資源愛護賞

受賞

Π.19 ●第1回阿蘇インターナショナル

ミーティング(AIM)開催

化血研の森林(平成9年)

26

3.28 ●オイルバックス67製造承認

9.7 ●ND生ワクチン"化血研"S製造承認

10.1 ●組織改編(生産技術部発足)

10.2 ●IS01400】認証取得キックオ

フ大会

IS014001認証取得(平成13年)

11.22 ●IS014001認証取得

12.10 ●NS棟(血柴分画製剤製造棟)竣工

12.●倫理綱領策定

11111

NS棟竣工(平成13年)



学界の流れ

Ⅱ
平成14年■

●改正薬事法(一部)及ぴ血液

新法施行

●DPC(定額払い方式)が特定

機能病院に導入

化血研の開発・組織・経営関連の歴史

6.14 ●オイルバックス5製造承認

フ.15 ●千葉県血清研究所の閉鎖に伴い、痘

そうワクチン等6製剤を承継

10.Π●ヒスタグロビンを日本臓器製薬から

承継

Ⅱ.26 ●日本脳炎シリンジ製造承認

12.10 ●FDA対応プロジエクト発足

"
平成]5年■

同病原性鳥インフルエンザが

戦後初めて国内で発生、海外

では死者も

改正薬事法全面施行

5.1 ●組織改編(品質保証部発足)

6.26 ●国内初の生ウイルスワクチンである

マレック病ウイルスベクターワクチン

が薬事審議会で審議・承認。11月か

ら治験が開始された。

フ.1 ●献血べニロン・1力勺1 崎病2尽 K尽単

回投与量追加承認

1 1 '
平成16年卑

化血研の建物・施設・その他の歴史

4.30 ●アスレチック棟及ぴKBS社屋竣

工

12.4 ●F棟(インフルエンザワクチン製

造棟)竣工

12.26 ●当所の前身である実験医学研

究所が解散

Ⅱ
平成]7年■

フ.27

9.24

12.13

●船津昭信第9代所長

●オイルバックスSET製造承認

●動物用日脳TCワクチン"化血研"製造

承認
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4.1●関連法人である熊本保健科学

大学が開学

12.12 ●阿蘇抗毒素関連施設竣工

127

3.9 ●スイムジエンTGE/PED製造承認
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3回AIMの風景(平成15年)

そして、次の未来へ。

.イ甲
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3.31 ●LC棟竣工

10.7 ●KR工場竣工

11.5 ●創立60周年。己念講演会

(山本寛斎)

11.15 ●NR棟(棄斤製剤棟)竣τ

Π.25 ●「鶏用多種混合オイルアジユバ

ントワクチン開発」の功績により

農林水産技術会議会長賞受賞

12.28 ●創立60周年記念式典

、■

..

司

^

阿醇支所増築(平成15年) KR工場竣工(平成17年)
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